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●子どもや高齢者など歩行者の安全の確保 ●自転車の安全利用の推進
●歩行者の保護など安全運転意識の向上 ●飲酒運転の根絶
●スピードダウンと全席シートベルト着用
問い合わせ先：総務課　防災交通室　☎８５－３０８０

問い合わせ先：生涯学習課　生涯学習グループ　☎８５－２０２０

問い合わせ先：総務課　防災交通室　☎８５－３０８０

　犯罪心理学上、犯罪者は犯行に及ぶ際に、他人から「あいさつ」をされる
（顔を目撃される）ことをとても嫌がるそうです。「あいさつ運動」や「見
守り活動」などは、防犯の有効な取り組みです。
　町内の「見守り活動」は、下校時が手薄となっています。たとえば、「犬
の散歩やウオーキング」などをこの時間帯に合わせて行なうなどの協力をお
願いします。

　不審者などに遭遇し、助けを求めてきた子どもの保護と通報に協力を。
　まずは子どもを落ち着かせ、何があったかを聴き取り、一時保護 
をお願いします。次に、速やかに 110番通報 をしてください。そ
の後、学校や家庭、青少年センター（☎85－2020）にも連絡・通報
をお願いします。

　家族や友だち、学校の先生などに打ち明けられない「悩み」や「不安・心配なこと」について、相談
を受け付けています。

ひとりで悩まないで、相談してください。≪秘密は必ず守ります≫
【子ども相談電話】☎８２－６６４４（教育委員会生涯学習課内町青少年センター）
【子ども相談ポスト】白老コミセン正面玄関内にあります。

　町内全小学校の令和４年度新入学児童69人に、
白老危険物安全協会（谷口直樹会長）から防犯
ブザー75個、白老貨物運送事業社協議会（鈴木
勝会長）からランドセルカバー75枚と、交通事
故や不審者から身を守る入学記念品の寄贈を受
けました。（３月22日、広報編集室）

新入学児童の安全のために今年も

子どもたちの安全・安心のために
「あいさつ」「見守り活動」の防犯効果

「ひなんの家」「ＳＯＳの家」などの協力者と地域の皆さんへ

青少年センターの相談窓口


